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−1− −2−
算午後算午後

（4）　次の計算をしなさい。

2
7×9 ＋

2
9×11 ＋

2
11×13 ＋

2
13×15 ＋

2
15×17

（5）　次の計算をしなさい。

15436575÷（3×3×5×5×7×7×9×9×11×11）

　次の問いに答えなさい。

（1）　次の計算をしなさい。

3 38 ÷4
1
2 − 0.625−（ 4

3 −0.75）÷ 1413

（2）　次の   にあてはまる数を求めなさい。

｛  ×（9−5）−2 ｝÷（7÷5）=30

（3）　次の計算をしなさい。

11×11
11＋11 ×

11＋11＋11
11×11×11 ×

11×11×11×11
11＋11＋11＋11 ×

11＋11＋11＋11＋11
11×11×11×11×11



−3− −4−
算午後算午後

　次の＜きまり＞によって、整数をつくることを考えます。

　＜きまり＞　

・�1 , 2 , 3の中からいくつかの数字を選び、左から順に並べます。ただし、 

同じ数字をくり返し使うことができます。

・�1の次は必ず3で、2の次も必ず3です。また、3の次は1, 2 , 3のどれでも

かまいません。

　たとえば、233 や 13231 はこの＜きまり＞によってつくられる整数です。

　また、この＜きまり＞によってつくられるN桁の整数の個数を【N】と表すこ

とにします。たとえば、＜きまり＞によってつくられる２桁の整数は、13, 23, 31, 

32, 33 の５個ですから、【2】＝5となります。このとき、次の問いに答えなさい。

（1）　【3】はいくつですか。

（2）　次の文章中のア～ウにあてはまる数をそれぞれ答えなさい。ただし、 

ア、イについては【　】の中の数を答えることに注意すること。

	 　＜きまり＞によってつくられる４桁の整数の個数を考えてみましょう。

まず、千の位の数が1のとき、百の位の数は3なので、残り２桁の数の

並べ方の個数は【ア】となります。また、千の位の数が2のときも、百の

位の数は3なので、残り２桁の数の並べ方の個数は【ア】となります。

さらに、千の位の数が3のとき、残り３桁の数の並べ方の個数は【イ】と

なります。よって、【4】＝【ア】×2＋【イ】＝ウとなります。

（3）　【5】はいくつですか。

（4）　＜きまり＞によってつくられる６桁の整数のうち、1が使われている 

ものは全部で何個ありますか。



−5− −6−
算午後算午後

　直方体の形の水そうが、図１のように底面に垂直な２枚の板（板１、板２）で

仕切られています。この水そうに水道P、Qを使って、それぞれ一定の割合で 

水を同時に入れ始めます。水道Pは板１より左側の部分に、水道Qは板２より 

右側の部分にそれぞれ水を注いでいきます。辺ABで水の深さを測ったところ、

水を入れ始めてからの時間と、水の深さの関係は図２のようになりました。この

とき、次の問いに答えなさい。ただし、板の厚みは考えないものとします。

（1）　水道Pから入る水の量は毎分何Lですか。

（2）　図１の xの値はいくつですか。

P
（㎝）

B

A

図１ 図２

75㎝

60㎝

20㎝ x㎝ 20㎝

Q

75

60
50

30

0
0 10 18 30 ア イ（分）

板 1

板 2

（3）　水道Qから入る水の量は毎分何Lですか。

（4）　図２のア、イの値はそれぞれいくつですか。



−7− −8−
算午後算午後

　図１のような１辺の長さが６cmである立方体を立体㋐とします。このとき、 

次の問いに答えなさい。

（1）　立体㋐の頂点ＢとＤ、ＢとＥ、ＢとＧ、ＤとＥ、EとＧ、GとDをそれぞれ

まっすぐ結ぶと、図２のような立体㋑ができました。立体㋑の体積は 

何㎝3ですか。

（2）　立体㋑の辺ＢＥ、ＢＧ、ＤＧ、ＤＥをそれぞれ２等分する点を順にＩ、Ｊ、

Ｋ、Ｌとします。立体㋑を４点Ｉ、Ｊ、Ｋ、Ｌを通る平面で切ったとき、

その切り口の面積は何㎝2か、求めなさい。また、なぜそうなるのかを 

図や式などを使って説明しなさい。

A
B

E F

GH

D C
図１（立体㋐）

B

E

G

D

L

K

I

J

図２（立体㋑）

（3）　図３は、立体㋐の頂点ＡとＣ、ＡとＦ、ＡとＨ、ＣとＦ、ＦとＨ、ＨとＣを

それぞれまっすぐ結んでできる立体㋒と、立体㋑を合わせた図形を表して

います。この立体の体積は何㎝3ですか。

（4）　立体㋑と立体㋒が重なってできる部分の体積は何㎝3ですか。

B

E

G

D

図３（立体㋒と立体㋑を合わせた図形）

A

F

H
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−9− −10−
算午後算午後

　次の花子さんと先生の会話を読み、あとの問いに答えなさい。
花子：�「最近、多くの国で国内の経済格差が広がっている」というニュースを 

見ました。これはどのようにして調べることができるのでしょうか。
先生：�いくつかある方法の１つとして、「ジニ係

けい

数
すう

」というものを用いることが
あります。具体例をあげて、ジニ係数について考えてみましょう。例えば、
４人の従業員がいるA社があるとします。全従業員に支払う給料の合計が
200万円であるとするとき、それをどのように分ければ完全に平等である
と言えますか。

花子：全員に１人50万円ずつ支払うときです。
先生：�その通りです。A社について、横

よこ

軸
じく

に全体を１とした人数の累
るい

計
けい

、縦
たて

軸
じく

に 
全体を１とした給料の累計をとったグラフ
をかくと図１のようになり、これを「完全
平等線」といいます。

※累計：�ある時点までの量を積み重ねて求めた

合計。この場合、A社の人数全体を１と

したときに１人当たりの割合は 1÷4=0.25

になる。よって、例えば図１の横軸の

0.75 は、３人目までの人数の割合の合計

の数値（0.75=0.25×3）を表す。縦軸の

給料の累計も同様。

　　　�　ここで、従業員数と給料の合計はA社と同じで、給料がそれぞれの 

従業員に表１のように支払われているB社について考えてみます。ⓐ～ⓓ

は従業員４人を給料が少ない順に並べたときの順番です。さて、B社の 

従業員数と給料の合計はどちらもA社と同じですが、気づいたことはあり

ますか。

表１
従業員 ⓐ ⓑ ⓒ ⓓ

全体を１とした人数の累計 0.25 0.5 0.75 1
給料［万円］ 20 20 40 120

給料の累計［万円］ 20 40 80 200
全体を１とした給料の累計 0.1 0.2 0.4 1

花子：ⓓの人が特に給料を多くもらっていて、不平等であるように感じます。

先生：そうですね。では、そのことを、ジニ係数を利用して確認してみましょう。

※

全体を１とした
給料の累計

全体を１とした
人数の累計0

0.25

0.5

0.75

1

0.25 0.5 0.75 1

図１

先生：�Ｂ社についてA社と同じグラフをかくと図２のような線を描
えが

きます。これ
をＢ社の「ローレンツ曲線」といいます。図２と図１の完全平等線（ここ
ではA社のグラフ）を重ね合わせた図３の斜

しゃ

線
せん

部分の面積を用いることで

B社のジニ係数＝斜線部分の面積×２

　　　と計算され、実際にこれを求めると0.4となります。
　　　�　斜線部分の面積は、B社と、完全に平等なＡ社との差の大きさを表して 

います。そのため、ジニ係数が大きければ大きいほど不平等であると言える
のです。では、今度は表２のような従業員数３人のＣ社について考えて 
みましょう。表２の空

くう

欄
らん

をうめて、Ｃ社のジニ係数を計算すると、いくら
になりますか。

　　　表２
従業員 ⓐ ⓑ ⓒ

全体を１とした人数の累計 1
3

2
3 1

給料［万円］ 20 30 50
給料の累計［万円］ 100

全体を１とした給料の累計 1

花子： ア  になります。
先生：�そうですね。つまり、Ｂ社とＣ社では従業員数も給料の合計も異なりますが、

ジニ係数を比べればB社の方が不平等であるということがわかります。こ
こまでで考えた会社を国に置き換え、国全体のジニ係数を計算することで、
国どうしの経済格差を比べることもできるのです。

花子：そういう比べ方があるのですね。初めて知りました。
先生：�実際の国全体のジニ係数の計算ではもっと人口が多いため、ローレンツ曲線

の横軸の値も等間隔ではなく、計算は複雑になります。

図２ 図３全体を１とした
給料の累計

全体を１とした
人数の累計0

0.1
0.2
0.4

1

0.25 0.5 0.75 1 0

1

1

（X）



−11− −12−
算午後算午後

（1）　表２の空欄にあてはまる数を解答用紙に答えなさい。また、 ア  に 
あてはまる数を答えなさい。

（2）　次の①〜④のうち、常に正しいものをすべて選び、その番号を答えなさい。
①　ジニ係数は必ず０以上１以下の数になる。
②　国民一人あたりの平均収入が２倍になっても、その国のジニ係数は 
変化しない。

③　国民全員の収入がそれぞれ２倍になっても、その国のジニ係数は変化
しない。

④　国民の収入の合計が異なる国どうしのジニ係数が等しくなることはない。

（3）　下線部（X）について、従業員数10人で給料が図４のようであるD社を例
にして考えます。ただし、例えば図４の一番
左の長方形は、「給料が20万円である従業員
の数が２人」であることを表しています。

	 　このとき、下の①〜⑥の中からD社のロー
レンツ曲線として最もふさわしいものを１つ
選び、その番号を答えなさい。ただし、　　
は完全平等線を表しています。　
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給料の累計
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人数の累計

（4）　花子さんは、ジニ係数で表される格差のようすについて、具体的な数字
を用いた次のような説明を考えました。 イ  ～  エ  にあてはまる数
を求めなさい。

	 　例として人口100人、収入の総額が100万円、ジニ係数が0.3である 
国について考えます。この国は貧

ひん

困
こん

層
そう

（経済的に貧しい人たち）と富
ふ

裕
ゆう

層
そう

（経済的に豊かな人たち）の２つのグループに分けられ、それぞれの
グループ内の国民の収入はみな同じ金額であるとします。このとき、この
国のローレンツ曲線と完全平等線の関係は図５のようになり、全体を１
とした貧困層の割合♥の値に関わらず、★の長さは  イ  となります。

 

	 　そのため、例えば♥が0.75であったとすると、貧困層の収入は１人 
あたり  ウ  万円、富裕層の収入は１人あたり  エ  万円であること
がわかります。

図５

★

全体を１とした
収入の累計

全体を１とした
人数の累計0

1

♥ 1



受 験 番 号 得　　点氏　　　　　　　　　　名

↓ここにシールをはってください↓

解答用紙	 算　　数� （午後入試）

（1） （2）

（3） （4）

（5）

（1）

（2）
ア イ ウ

（3） （4） 個

（1）毎分� L（2）

（3）毎分� L（4）
ア イ

（1） ㎝3

（2）説明

答え

㎝2

（3） ㎝3（4） ㎝3

（1） 表２
従業員 ⓐ ⓑ ⓒ

全体を１とした人数の累計 1
3

2
3 1

給料［万円］ 20 30 50

給料の累計［万円］ 100

全体を１とした給料の累計 1

（1）
ア

（2） （3）

（4）
イ ウ エ
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